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Abstract: 本研究では、電子化された名刺情報を構造化し、ユーザが所有する情報の一部を各利用
者間で共有することで、人脈リポジトリとして利用できるシステムを提案する。これまでの名刺を電
子化して管理するソフトウェアでは、コンテンツ・ナレッジマネジメントが行われておらず、名刺情
報はそれぞれ独立した情報として蓄積されている。提案システムでは、人物の持つ氏名や特徴など
の情報を RDFを用いて記述し、人物間と人物を特徴付ける情報とのつながりを表現することができ
る。また、これらの人脈リポジトリを可視化することによって、直観的な操作と新たな関係性の発見
を促し、人材の仲介や情報収集などの支援を可能にする。

1 はじめに

多くの社会人にとって、名刺の管理は重要な問題で
ある。名刺をフォルダにまとめる手法では、名刺の枚
数が多くなるほど管理が煩雑となり、必要な情報の検
索に時間がかかる。このような問題に対して、様々な名
刺管理ソフトウェアが開発されている。これらのソフ
トウェアでは、光学文字認識により名刺から氏名や所
属などの情報を取得し、データベースに蓄積する。こ
のデータベースを利用することで名前や登録日時によ
るソートや、タグ付け機能による整理・検索などを可
能としている。電子化した情報を活用する手法の一つ
として、Linked Dataのコンテンツ・ナレッジマネジ
メントがある。この手法は、文書、人物、キーワード、
イベントなどをデータとして管理し、関連するデータ
同士をひも付ける (リンクさせる)ことで、多様な探し
方や情報の提供をできるようにするというものである
[1]。名刺管理ソフトウェアでは、名刺情報の電子化に
よる名刺の整理は行われているが、情報は全て独立し
たものとしてデータベースに蓄積されており、その情
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報の活用は名刺の整理やデータを会社内などで統一す
るなどに留まっている。そのため、電子化された名刺
情報にはさらなる活用の余地がある。
本研究では、名刺交換したというつながりを人脈と

捉え、名刺情報を従来の名刺管理ソフトウェアのよう
に名刺リポジトリとして利用するだけではなく、より
有効に活用するためのデータベースとして利用するシ
ステムを提案する。さらに共有した人脈ネットワーク
を可視化することで、検索の直感的な操作と新たな関
係性の発見を促す。名刺情報と人脈の一元的な知識管
理による業務支援の実現を目指すものである。

2 RDFを用いた名刺情報の人脈共
有マネジメントシステム

知識を持つ専門家を見つけるためのシステムとして、
組織内での知識の共有、活用のために研究・開発され
た Know-Whoシステムがある [2]。これらのシステム
では、従業員の誰がどのような知識を持つのかを文書
やメールなどから収集、統合し検索可能にすることで
専門家を探すことが可能である。
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名刺交換は、今後関わる機会がある人物とコネクショ
ンをもつための重要なきっかけとなる行動である。こ
のことから、本研究では「名刺を交換した」というつ
ながりを「人脈」と定義した。例えば、仕事の中で専
門的な知識や技術が必要になった場合、自身の人脈を
仲介として人材の紹介を受けることがある。知人が持
つ人脈に対する Know-Who 検索が可能であれば、適
切な人物に仲介を依頼できると考えられる。これを実
現するために、井上らはグループで人脈を共有し、お
互いが持つ人脈を検索可能にするプロトタイプシステ
ムを実装した [3]。プロトタイプシステムでは、RDF

(Resource Description Framework) を用いて人物の氏
名や所属などのメタデータの記述を行う。RDFは主語、
述語、目的語の三つ組みのデータモデルをとっており、
主語と目的語の関係が述語で記述される。また、人物
のメタデータを RDFで記述した FOAF (Friend of a

Friend) では、知人の知人といった連鎖する関係を表現
できる [4]。プロトタイプシステムでは、このFOAFの
枠組みを参考に、名刺情報をRDFを用いて記述し、人
脈ネットワークを作成している。さらに、名刺データ
を RDF化して、どのような人物の名刺を持っている
のかをKnow-Whoデータベースに蓄積している。ユー
ザは、この RDF化した人脈リポジトリを共有するた
めのグループを作り、共有された人脈リポジトリから
適当な人材もしくはコネクションをもつユーザを見つ
けて、仲介を依頼することができる (図 1 参照)。人物
のメタデータには、予め名刺に記載された情報に加え、
人物の特徴や出会ったときの状況など、ユーザが入力
したメモが利用される。このメモから人物を特徴付け
る単語をタグとして登録し、タグごとに他ユーザから
の検索の可否を設定できる。
このシステムを使用したユーザの評価から、Know-

Who検索機能において、適切な仲介人を繰り返し検索
できるなどの検索を補助する機能の実現と、関係性を
視覚的に分かりやすく表示するなどの改善が必要であ
ることが分かった。

3 デザイン指針

本研究では、前述したプロトタイプシステムに基づ
いて、ユーザの利用の観点からデザイン指針を作成し
た。プロトタイプシステムの名刺データベースビュー
アでは、キーワードで名刺の検索を行い、検索結果の
一覧がリストで表示される。名刺の詳細な情報は、個別
の名刺のプロファイルページへ画面を遷移して表示さ
せていた。これにより、ユーザが自身の人脈を整理する
ためには検索と画面遷移を繰り返す必要があり、人物
間の関係が分かり難いという問題があった。また、ユー
ザがより適切な人材を探すとき、必要としている情報

図 1: プロトタイプシステム利用の概念図

や技術を持つ人物を見つけるため、タグによる検索結
果の人物に付与された他のタグ情報や、マッチした人
脈を多く持つ共有ユーザの他の人脈を調べることが想
定される。このような場合、ユーザは自身の求める人
材およびその仲介が可能な他ユーザとタグ情報とのつ
ながりに着目して検索を行うことが想定される。
これらのことから、人脈リポジトリにおいて、人物

間と人物に関する情報 (タグ)のつながりが一見して把
握できるような情報提示が求められる。また、キーワー
ドを入力して検索することで、RDFによって関連付け
られた人物とタグ情報のつながりを表示する機能を提
案する。これを実現させるため、本研究では人物とタグ
をノードで、人物間または人物とタグのつながりをエッ
ジで表し、人脈ネットワークを表現する。このようなグ
ラフ表示を行うことで、ユーザの持つ人脈の規模など
が直感的に把握できると考える。さらに、RDFのデー
タモデルを活用し Linked Dataの形式で表現すること
で、同義のタグをひも付けることが可能となる。これ
により、同義のタグが付与された人物間のタグを始点
としたつながりを表現できるため、つながりに着目し
た人材検索が期待される。図 2に可視化インタフェー
スの概念図を示す。図では、人物 Bと Cに付与された
タグ Xが 1つのノードで表示され、それぞれの人物へ
とエッジが伸びている表現をしている。

4 実装

4.1 構成

前述のデザイン指針で述べた可視化インタフェース
を実現するために、本研究では、JavaScriptの可視化
ライブラリであるD3.js1を用いてプロトタイプシステ
ムの実装を行った。図 3に、可視化した人脈ネットワー

1http://d3js.org/
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図 2: 可視化インタフェースの概念図

図 3: 人脈ネットワーク可視化の様子

クの初期状態を示す。この図は、「小林」の持つ名刺情
報から構成した人脈ネットワークを可視化したもので
あり、人物ノードから各人物に付与されたタグノード
へとエッジが伸びている。また、D3.jsでは複雑なグラ
フを描画するために、レイアウトオブジェクトとよば
れるテンプレート機能が提供されている。提案システ
ムでは、D3.jsの Force Layoutと呼ばれる力学モデル
[5]を用いてグラフを描画している。これにより、ノー
ドのドラッグやグラフの動的な変化など、直観的な動
作を可能としている。

4.2 検索インタラクション

検索フォームに検索ワードを入力することで、共有
されている人脈リポジトリ上の役職と公開タグが検索
され、検索クエリを含むキーワードがプルダウンで表
示される (図 4参照)。図では、検索フォームに「食品」
というキーワードを入力したとき、「食品」の文字を含
む「食品衛生」「食品関連企業」のキーワードがプルダ
ウンに表示されている。検索ボタンをクリックすると、
検索クエリにマッチしたノードとそのノードが繋がっ

図 4: 検索フォームに「食品」という文字を入力した　
　　 様子

図 5: 「食品」をキーワードにつながり検索をした結果

図 6: 「工作機械」のタグノードをダブルクリックした
　　　結果

ている人物ノードが強調表示される (図 5参照)。図で
は「食品」というクエリで検索を行ったとき、「食品」
のタグノードと 6つの人物ノードとのつながりが浮き
出るように表示されている。また、特定のタグノード
をダブルクリックすることによっても、そのノードと
繋がった人物ノードを強調表示することができる (図 6

参照)。図では、「工作機械」というタグノードをダブ
ルクリックしたとき、3つの人物ノードとのつながり
が浮き出るように表示されている。
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5 可視化インタフェースの機能検証

前章で述べたシステムの可視化インタフェースにお
ける問題点や改善点を洗い出すために、検証を行った。

5.1 構成

前章で述べたシステムでは、登録した名刺情報をRDF

に変換し人脈リポジトリを作成することで、情報のつ
ながりに重視した可視化を行うことができる。本研究
では、この可視化インタフェースにおいて、ユーザが
自身の人脈を整理・俯瞰する場合と、ユーザが共有した
他ユーザの人脈から人材を検索する場合の 2種類の検
証を行った。前者では、架空ユーザである Aさんの人
脈リポジトリのみを可視化させたインタフェースにお
いて、Aさんがシステムを利用する背景と、Aさんが
自身のもつ名刺を整理する際のインタラクションを想
定した複数の検証シナリオを設定した。後者では、架
空の共有ユーザであるBさんとCさんの人脈リポジト
リを可視化させたインタフェースにおいて、架空ユー
ザである Aさんがシステムを利用する背景と、Aさん
が BさんとCさんの人脈から人材を検索する際のイン
タラクションを想定した複数の検証シナリオを設定し
た。また、検索欄を使用した検索の有用性や問題点を
確認するため、後者のインタフェースでのみ検索欄の
使用を可能とした。そして、これらのシナリオを達成
するために満たすべき要件から、検証協力者への質問
項目をそれぞれ設定した。検証協力者は、情報系学部
に在籍する大学生 5名 (女性 3名、男性 2名)である。
検証協力者には、シナリオに該当した質問に対してイ
ンタビュー形式でYesまたはNoで回答してもらった。
これらの質問項目の内 Noと答えた場合、その理由に
ついて検証協力者にコメントするように促した。なお、
検証協力者の要望にあった際は、Yesの場合でもコメ
ントしてもらった。また、検証の最後に事後アンケー
トとして、本システムを用いた操作について意見があ
る場合には回答してもらった。

5.2 検証結果

可視化インタフェースにおける、人脈整理・俯瞰と
人材検索の観点からシナリオを想定し、検証を行った
結果、検証協力者による知見から、いくつかの問題点
と改善点が得られた。
まず、実装した可視化インタフェースに関して、検

証協力者からつながりのノードを見る際の操作の煩雑
さに対する指摘があり、人物とタグのつながりを強調
する表示のため操作について改善が求められた。また、
ノードを誤ってドラッグしてしまった場合に、グラフ全

体が動いてしまい、始めから検索をし直す様子が見ら
れ、ノードの不確定な動きに対する指摘があった。可
視化した名刺情報の描画に関しても、「情報からつなが
りを辿っている際に、今まで見ていたノードを見失っ
てしまった」、「ノードが他のノードと重なっていると
ノードが隠れて見つけにくい」といった意見が得られ、
誤操作や発見の阻害の問題点が指摘された。
人脈整理・俯瞰の検証では、「持っている名刺の中に

特定の情報について詳しい人物が多いことに気付いた」
という想定シナリオに対して、複数の検証協力者から
シナリオを達成できなかったという結果が得られた。シ
ナリオ達成のための操作では、「「食品」「食の安全」「食
品衛生」などの、似た情報のノードは近い場所に位置
されていてほしい」といった意見が得られ、人物に付
与されたメタデータの分類に関する問題点があげられ
た。また、検証終了後には「登録した名刺情報が多く
なった場合、同様の検索や整理ができないのでは」と
いう指摘があった。
人材検索の検証では、シナリオ達成のための要件と、

シナリオ共に全ての検証協力者が操作可能であるとい
う結果が得られた。しかし、人物からタグ、タグから
人物へと辿っていくような検索を必要としたシナリオ
では、検証協力者の検証の様子から、何度も同じノー
ドのつながりを表示させるなど、重複した操作が見ら
れ、共有ユーザの発見までに時間がかかった。検証協
力者からは、「一度検索した履歴を残しておきたい」と
いった意見が得られ、検索の軌跡が見えないことへの
問題点があげられた。また、「共有する名刺情報が増え
た場合、検索欄を駆使した検索が中心になるのではな
いか」といった意見が得られた。

6 考察

システムの可視化インタフェースでは、検証の結果
から、操作における問題点が明らかとなった。これは、
タグノードとそれにつながる人物ノードを強調表示し
た後、その人物ノードに付与された他のタグノードを
確認する際に、人物ノードを 1つずつダブルクリックし
ていくという繰り返しの操作の煩雑性によるものであ
ると考察する。またシステムでは、2つのノードを一度
に強調表示することが不可能であるため、つながった
人物ノードを強調表示すると始めのタグノードの強調
表示が解除されてしまうことからも、操作性に問題が
あると考える。この問題に対する解決策として、ノー
ド同士のつながりの強調表示を 2ホップ先まで表示で
きるようにする方法が考えられる。始めのノードをダ
ブルクリックで強調表示させた状態から、1ホップ目の
ノードにマウスオーバーなどの操作をすることで、そ
の先のつながりを強調表示ができれば、少ない手順で
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検索が可能になると考える。その他に、可視化インタ
フェースのデザインにおいて、多数のノードが混在し
ているために起こるノードの誤操作や、ノード同士が
重なって見えなくなるといったノードの描画の問題が
あげられた。また、人脈整理・俯瞰の検証シナリオに
おいて、ノードを辿っている途中でノードが紛れてし
まい、シナリオを達成するまでに至らなかった検証協
力者がいることから、人脈グラフの表示の仕方に関す
る問題があると考える。さらに、今回の検証で使用し
たシステムでは、共有ユーザを含んだ各ユーザの登録
した名刺情報はそれぞれ約 30枚に設定した。しかし実
際にシステムの実用化を想定したとき、ユーザが登録
する名刺はより膨大な量になると予想される。可視化
される情報が多いほどノードが混在し、グラフが膨大
になるため、グラフの操作性に問題が生じることが考
えられる。これらの問題を解決するためには、人脈の
俯瞰や検索のための操作を損なわないような人脈グラ
フの表現が求められる。ノード同士が重ならないよう
に跳ね返る処理を施したり、広がっている人脈構造を
折りたたむことでグラフを最小化できるような機能が
考えられる。
ユーザが自身の名刺を登録し、可視化することを想

定した検証シナリオについて、可視化のデザインに関
する問題点がいくつかあげられた。まず、想定シナリ
オに対して、複数の検証協力者からシナリオを達成で
きなかったという結果が得られた。これは、検証協力
者が特定のタグノードとそれにつながる人物ノードの
数ではなく、周りに見えている他のタグノードの情報
の種類や多さに着目したことから、生じた判断だと考
える。このような問題の解決策として、情報が似通っ
た複数のタグノードを近い場所に位置させるなど、タ
グとして分類しているメタデータの自動的なカテゴリ
分別や体系化の整備が必要である。これにより、人物
に付与された情報をより簡便に俯瞰することができる
ため、人脈整理だけでなく、人材検索にも活用できる
と考える。また、検証終了後の指摘や、人材検索の検
証で得られた検索欄に対する意見からは、ユーザの人
脈整理のためのインタフェースにおける検索欄の必要
性が示唆された。
人材検索を想定した検証シナリオでは、情報から人

物、人物から情報へとノードを辿っていくような検索
を行う必要があった。検証では、複数の検証協力者か
ら、何度も同じタグノードを強調表示するといった操
作が見られ、「自分が見たノードがどれだったか分から
なくなる」といった指摘を受けた。この問題に対して、
一度検索したノードや、強調表示したノードを固定し
た上で操作を続けられる機能や、検索の過程で強調表
示したノードの履歴を残すなどの機能が必要であると
考える。また、複数の情報に関して詳しい人物を検索す
るための想定シナリオでは、検証協力者が複数のキー

ワードを並べて検索を行おうとする様子が見られた。
実装システムでは 1つのキーワードでしか検索を行え
ないため、検証協力者は始めにキーワード 1つ 1つを
検索したあと、強調表示されたノードの位置を思い出
しながら検索を続けていた。このような問題に対して、
より自身の希望に沿った人材を迅速に発見するために、
複数のキーワードで一括検索できるような機能が求め
られる。また、検索結果のノードとそのつながりが強
調される表示の仕方についても、検索した複数のキー
ワードがヒットした場合、キーワード同士のつながり
が分かるような工夫が求められる。

7 おわりに

本論文では、RDF化した名刺情報をもとに構築した
人脈リポジトリを可視化することで、名刺の俯瞰や検
索を可能とし、専門知識を持つ人とそれを必要とする
人とを繋ぐためのシステムを提案した。人脈リポジト
リの可視化方法と俯瞰・検索のための機能を検討し、提
案システムのデザイン指針を策定した。デザイン指針
をもとに試作システムを実装し、システム利用の想定
シナリオを用いて検証を行った。今後は、実用化に向
けたインタフェースの改善を行い、人脈を俯瞰する場
合と、人材を検索する場合のための機能拡充を目指す。
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